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研究成果の概要（和文）：アラスカ北部沿岸域で実施した係留観測により、海氷厚の時系列データがそれ以前の
観測と合わせて8年分蓄積された。そのデータの解析により、海氷厚に大きな経年変動が存在することを示し、
その要因がこの海域の風による海氷の漂流パターンの変動にあることを明らかにした。

係留観測によって得られた海洋の時系列データを用いて、この海域に存在する薄氷域の形成・維持は海氷の沖向
きの風による輸送だけでなく、同じ沖向きの風によって湧昇した中層の高温水によっても成されており、この海
域で冬季に生成される海水は太平洋起源だけでなく、大西洋起源の海水の影響も受けることを示した。

研究成果の概要（英文）：Time-series data of sea-ice thickness have been accumulated for eight years 
by the mooring observation conducted in the coastal region off northern Alaska.  We revealed that 
large yearly variability in ice thickness is caused by variability in sea-ice drift pattern 
associated with local winds.

Based on time-series oceanic data, we showed that the generation and maintenance of the coastal 
polynya in this region are governed by not only offshore sea-ice drift but upwelled warm subsurface 
water, and winter water formed in this region is influenced by not only Pacific-origin water but 
also Atlantic-origin water.       

研究分野： 海洋物理学、極域海洋学

キーワード： 北極海　海氷　係留観測

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
海氷の面積や拡がりは人工衛星によって正確に観測できるが、厚さについては衛星によって十分な精度と頻度で
観測するのはまだ困難なのが現状である。北極海全体などの大きなスケールで海氷厚の実態を把握するには、衛
星観測が不可欠であるが、その精度を向上させるためには、現場における検証データを取得することが重要であ
る。本研究では、まだまだ不足している海氷厚のデータを継続的に取得している点に意義があり、その成果は将
来的な航路利用などにも資するものであると言える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 海氷減少が顕著に進んでいる北極海太平洋側海域に位置するアラスカ北部沿岸域は、太平洋
からの海水流入の経路となっていることもあり、北極海の海氷変動の鍵を握る海域である。ま
た、海氷生産が盛んな薄氷域（ポリニヤと呼ばれる）が存在する特徴的な海域でもある。しか
しながら、この海域における海氷厚や海水特性などのデータについては不足しており、その実
態についての理解は十分にはなされていなかった。 
 
２．研究の目的 
(1) 現場データに基づいて、アラスカ北部沿岸域における海氷厚の季節・経年変動の実態とそ
の変動要因を明らかにする。 
 
(2) 現場データに基づいて、この海域の海水特性の特徴とその生成要因を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 アラスカ大学フェアバンクス校と共同で、アラスカ北部沿岸域に、海氷厚を計測する超音波
氷厚計、海洋流速および海氷漂流速度を計測する超音波ドップラー流速プロファイラー、水温・
塩分計を取り付けた係留系を海中に設置し時系列データを取得する観測を実施した。本研究期
間中には、2015 年と 2017 年の夏季に係留系の回収と再設置を行った。また、これまでにこの
観測によって得られた海氷・海洋の時系列データの処理・解析を進め、海氷厚の変動や海水特
性の特徴などについて調べた。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究の開始時には我々のアラスカ大学との共同観測で得られていた海氷厚のデータは
2009 年からの 5 年分のみであったが、本研究の係留観測の実施により、2017 年までの 8 年分
が蓄積された。これまでに取得された海氷厚データの処理は 2015 年までの 6 年分について終
了し、海氷厚の特徴（平均値、頻度分布など）に大きな経年変動が存在することを示し、その
要因がこの海域の風速場に支配される海氷の漂流パターンの変動にあることを明らかにした。
また、2009-10 年に係留観測によって取得された海氷厚データを用いて熱収支計算により海氷
生産量を見積り、その結果を衛星マイクロ波放射計データから推定された海氷厚データを用い
た同様の計算結果と比較し、両者が良く一致することを示した（論文⑦）。これは海氷生産量の
見積りに最も有効なマイクロ波放射計データによる薄氷厚推定の妥当性を現場データを用いて
初めて示したものである。 
 
(2) 2009-10 年に我々の係留観測によってアラスカ北部沿岸域で取得された海洋データ、再解析
気象データ、衛星マイクロ波放射計データから推定された海氷厚データとそれを用いて計算さ
れる海氷生産量、高解像度海氷・海洋結合モデルの結果を合わせて解析を行った。その結果、
この海域に存在する沿岸ポリニヤの形成・維持は海氷の沖向きの風による輸送だけでなく、同
じ沖向きの風によって湧昇した中層の高温水によっても成されているということを明らかにし
た（論文⑩）。 
 
(3) アラスカ北部沿岸域において冬季に生成される特徴的な海水について、これまでの我々の
係留観測で得られた海洋の時系列データ（水温・塩分、海洋流速）、周辺海域で得られた同様の
データ、人工衛星搭載のマイクロ波放射計データから推定される海氷厚データとそれに基づく
海氷生産量、高解像度海氷・海洋結合モデルの結果を合わせて解析した。その結果、この海域
における海水の生成過程に大きな経年変動が存在し、その要因がこの海域において岸沿いに吹
く北東風の変動にあることを明らかにした。この北東風は北極海中層に広く分布する大西洋を
起源とする海水の湧昇をもたらすため、太平洋側北極海でありながら、アラスカ北部沿岸域に
おける海水特性の変質には大西洋水の影響が顕著であることも示した。更に、衛星データによ
る海氷厚推定の一部である開水面の同定に関して、海氷・海洋結合モデルの計算結果との比較
を行い、マイクロ波放射計データによって同定された開水面が比較的高温の大西洋起源の海水
の分布と一致していることから、この衛星データによる開水面同定の妥当性についても示した
（論文④）。 
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